学会抄録 by 市原,正雄
第 6号 千葉耳鼻咽喉科会第 35由例会一千葉医学会第 355回例会連合会 -2051ー， 
9. Behcet氏症候群症例 (1) 31才女。感冒性鼻炎及び鼻中隔轡曲症と診
斎藤宗寿 断されソラミン 30mgと結晶ぺ G 10万単位を含む
症例工 32才家婦。 14年前から 2カ月比 1度位口 蒸溜水の 20 ccを各例約 2000単位宛噴霧した 3分
内にアフタ様発疹，眼脂，排尿痛あり，最近下痢後 後顔面発疹，戦傑，胸内圧迫感，及び水様性鼻漏等
発症，ペニシリントローチで増悪来診す。コーチゾ 起乙り強力ミノファーゲシC注射 15分後に軽快lし 
/1日100 ~g 4日，シノブアーゲ、/ C 5cc 5木 Tこ。
で全治，その後の 1年聞に 2回再発，母，妹弟lと同ー (2) 24才男。交通事故で左側頭部強打， 左外傷
様症状があり父晴息で死亡，家族的K発症ある点興 性迷路振漫症及び左鼓室内出血を起こしたが，鼓膜
味深い。症例 II39才家帰。 5年前外陰部氏潰疹， 所見では穿孔のある緊張部前上方に鼓室内に骨稜を
陰門潰痕といわれて 6カ月の治療をうけ治癒，その 認めエッグス線像では左顧頂乳様縫合附近から鼓室
頃から口内lζ多数の潰爆を生じて，治癒しない。プ 前方にいたる骨離断と頬骨弓骨折を確かめた。本症
レドニ /20mgで消失したが休薬すると再発，現 は先天性外耳道骨部欠損の有無は不明であるが左側
在 1日10mgを維持量としてし叩。皮膚K発疹，皮 頭部強打と左下顎骨関節突起頭の街上による損傷
膚粘膜移行部，限lζ病斐を起す一群の疾患がある で，肉芽組織上lζ2週間後には上皮化機転が生じた
が，開口部E韓関性外皮症とよばれる疾患群とベ{チ ものと考えた。 
エツト症候群とよばれる疾患群を薬物の効果，経過
再発の点から別箇のものとして取扱うべきと考え
11. C5dipに関する臨康的研究
市原正雄 
る。皮膚粘膜症候群をベーチェツト氏症候群と異名
同疾患とした。 C 5dip I乙関する一連の研究として徹夜作業時，老
〔追加〕奈良四郎 人，紡績工場勤務者，アルコール中毒患者の聴力検 
30才女。角膜炎，睦醸澗，及びアフタ性口内炎が 査を施行し，本現象は中枢的要素K依っても起り得
高度にあり，主として輸血及びコーチゾン使用によ ると述べた。
り口内炎以外は治露。舌潰蕩の組織所見lζ特異な炎 〔質問〕奥田 稔
症像なし，齢歯が多かった。 騒音の周波数分析は行ったか。そのスペクトルに
27才女。中咽頭及び両日蓋弓lζ潰場あり。主と より dip.の位置が安るか。
して輸血，コーチゾ γ使用，屑桃別出及び踊歯抜去 〔応答〕
により治癒。潰蕩組織所見lと特異なものなしο 周波数分析は只今調査中。 
〔質問〕久保護拐
12.学校身体検査と耳鼻科医の疑問
遺伝と本症の関係はどうか。
鈴木孝輔
〔応答〕斎藤宗寿
家族的lとは説明し難い。 演者は学校医の立場から医療の社会化の一端とし
〔応答〕奥田稔 て学校身体検査の意義を考察した後，耳鼻咽喉科領
遺伝的関係も考えられるが感染も考えられ叉その 域の検査を実施するに当り直面する種々の疑問を提
報告もある。 示してその解決点を求めた。即ち耳科領域l乙於ける
〔追加〕奥田稔 無自覚性難聴の発見手段としてのオ{ジオメータ{
日本の耳鼻咽喉科領域の報告では Behcet氏病 による検査法の繁雑きと之が簡易化につき，叉鼻咽
の例が最近多いが必ずしも本症と考え難L、例もあ 喉科領域lζ於ては検査時に発見された小児慢性副鼻
る。 腔炎の治療法につき，次に学校身体検査規定l乙於い
〔追加〕北村武 て要求されている腺様増殖症の発見の如何に困難で
戦後此の種の疾患が増加したがその原因の究明に あるかを実例につき説明し，更に慢性屑桃肥大と其
は更に多くの症例を要すると 思う。 の後処置について考察を加えた。結局いずれの問題J
10. 臨尿経験 (1)鼻腔内噴霧によるペニシリン をとりあげても開業医の診療の余暇K実施するには
過敏症の 1例， (2)稀有の外観を墨した外耳 余りに重要な問題であり，之に対し一歩でも理想l乙
道損傷の 1例 近い解決を求めるには学校医の待遇を改善する必要
大築安春 があり更にそのためには我々の学校身体検査K臨む
